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ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会の構成

ITSネットワークモデル　WG
　　　　　　　主査：門脇　直人(ATR)
　　　　　　　　　　副主査：山本　武志(NEC) 

ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会
　　　　　　　　　　　　専門委員長：小花　貞夫 (ATR)
　　　　　　　　　　　　　副専門委員長：中村　博行 (KDDI)
　　　　　　　　　　　　　副専門委員長：小泉　稔(日立製作所)
　　　　　　　　　　　　　副専門委員長：撫中　達司 (三菱電機)

参加企業　：　ATR 、 KDDI、 KDDI研究所、沖電気工業、NICT、
　　　　　　　　　JAF MATE、ドーシス、日立製作所、松下電器産業、
　　　　　　　　　日本電気、中日本高速道路　他　12組織24名　

主査会議

専門委員長と
WG間の調整



専門委員会の目的と１７年度の活動概要

【目的】

ユビキタス環境において、ＩＴＳ情報の多角的な利用を実現するためのユビキ
タスＩＴＳプラットフォームの構築や標準化等に関する検討を行なう。

【平成1７年度の活動】　

専門委員会開催　：　　 2回　　　　WG開催　：　１１回

■　アンケート調査の実施

一般自動車ユーザを対象 に「安全・安心」「環境・効率」「快適・利便」カテゴリ
の各種サービスについて、ユーザニーズ・利用料金などの調査を実施。 利用

意向が高いサービスを実現するため、「支える新しい技術」、「普及促進主体
者(国、企業、個人)」、「具現化に向けての見解、提言、意見」などを検討。

■　ユビキタスITSシンポジウムの開催

路側通信システム、車々間通信システム、3Gテレマティクス、ITS放送システ
ムの各専門委員会と共催で、今後のITS技術やサービスについて各方面の専
門家によるシンポジウムを開催（平成18年2月28日）。



（ITS情報通信システム推進会議ユビキタスITSプラットフォーム
専門委員会１６年度報告資料より）

「ユビキタスITS」？
　　　　　　　　　　　≒　「情報・サービスのシームレス化」　　

「ユビキタスＩＴＳ」とは ？
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■　調査方法

　・　JAF MATE読者から抽出した先端ユーザー層への郵送・インターネット調査

　　＋　インターネット公開型アンケート調査

■　調査期間
　・　郵送調査　　　　　　 　2005 / 10 / 20 ～2005 / 11 / 7

　・　インターネット調査　　2005 / 10 / 25～ 2005 / 11 / 7

■　サンプル数
　・　有効回答数　5,328件、車保有者に限定、各年代（20～60歳代）480サンプル

　　　均等割り付 け、分析サンプル数　2,400件。

■　調査項目　 (「安全・安心」「環境・効率」「快適・利便」の３つのカテゴリ)

　　1）家と屋外がシームレスになると生まれる商品・サービス　

　　2）どんな情報も受けとれるようになると生まれる商品・サービス

　　3）どんなところにもリンクできるようになると生まれる商品・サービス

　　4）スポット情報が受け取れるようになると生まれる商品・サービス

　　5）安心して利用できるセキュリティ環境

カーユーザが求めるユビキタスＩＴＳサービス　
（ユーザアンケート）



「ＩＴＳ」・「ユビキタス」の認知度

『ＩＴＳ』の認知は 4人 に 1人

（特に若者の認知度低い）
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安全運転のために必要なこと

事故を『抑止』する安全性も必要

安心・安全な暮らしのためには自分自身が取り組まなくてはならない

安心・安全な暮らしのためには行政や自治体の努力が必要

車の流れに乗ることが安全運転には重要だ

車の安全運転のための装備は装着するようにしている

車を運転中に携帯電話で通話するときは必ず停車してからする

環境のことを考え、自動車の加速をなるべく控えるようにしている

うっかりスピードを出しすぎていたとき、車から自動的に注意された方がよい

車から自動的に危険回避やエコ運転の仕方などを教えてくれる方がよい

特にお金をかけなくても安心・安全な暮らしは実現する

うっかり見落として事故になりそうになり、ヒヤリとすることが多くなった

運転中にラジオ・オーディオ・エアコンなどの操作をして、危険を感じたことがある

環境のことを考え、自動車の走行速度をなるべく控えるようにしている

車を運転中にも携帯電話で通話ができるハンドフリーな通話システムが必要だ

渋滞や単調な運転のことを考えると自動車は自動で走行して欲しい

環境のことを考え、自動車の運転はなるべく控えるようにしている

車の運転は楽しいので、自分の思い通りに運転したい

ひとつもない
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安心・安全な生活へのサービス利用意向

『緊急情報サービス』への利用意向がトップ
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安心・安全な生活へのサービス利用意向



安心・安全な生活へのサービス利用意向



安心・安全情報サービス普及に向けて　

『標識車内表示システム』の導入意向は８割
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安心・安全情報サービス普及に向けて　



カーナビゲーションの使用実態

カーナビゲーションの常時使用は１割のみ
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カーナビゲーションの今後　（新規機能、サービス）　

新規機能やサービスの利用意向はあるが
有料となると意向は減少

％
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カーナビゲーションの今後　（新規機能、サービス）



利用意向上位の機能・サービス

地図の自動アップデート　（８５．７％）

渋滞予測情報サービス　（６８．０％）

カーナビゲーションの今後　（通信機能）

『地図の自動アップデート』は有料でも半数が利用意向
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カーナビゲーションの今後　（通信機能）



プローブ情報発信機取り付けへの意見

発信機取り付けへの否定意見は少ない
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プローブ情報発信機取り付けへの意見

便利になるのでよい

個人情報の保護が心配

個人が特定できなければよい

発信機用の費用がかかる

個人の同意があればよい

通信料金がかかる

自分だけ設置しても役に立たない

バッテリーの消耗が心配

その他

特に理由はない
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・北海道：　 「出会いがしら衝突警告システム」
　　　　　　　 「衛星ディジタル放送」　のニーズ高い

・関東：　カーナビの利用頻度高い

・中国・四国： 「カーラジオ・カーオーディオ等で音楽を楽しみたい」
　　　　　　　　　「ルート上の楽しいイベント情報のリアルタイム提供」
　　　　　　　　　のニーズ高い

・東海・北陸： 風水害 や 地震 が心配
　　　　　　　　 「地震通報サービス」　のニーズ高い

地域別の特徴

各地域の交通環境や地形などにより必要とされる
サービスが異なる



■　ITS、ユビキタスの認知度低い
　ユーザーにとって、どんなメリットがあるか具体的に訴求必要

■　利用意向が上位のサービス・機能
　安全・安心、環境：　国の取り組み必須

　快適・利便、効率：　適性価格、ビジネスモデル重要

　カーナビの「地図の自動アップデート」「車内での交通標識搭載シ

ステム」は利用意向が ８ 割超　＝＞　企業が取り組むべき　

　「渋滞予測情報サービス」「緊急情報サービス」の利用意向は半数

以上であるのに、有料利用の意向は ２ 割程度。

　＝＞　国がインフラ整備、企業がユーザへサービス提供

　　（国と企業の両輪でサービス展開）

まとめ
ユビキタスＩＴＳ情報サービスの幅広い活用のために　（１）



■　「カーナビ地図の自動アップデートサービス」は有料

利用意向が半数にのぼるが。。。
　カーナビのアーキテクチャがメーカ毎に異なることが阻害要因。

　＝＞目先にとらわれない骨太な取り組みが企業にも求められる。

■　事故を『抑止』する安全性も必要
「車」対「車」だけではなく、様々な情報を取り入れることによって「人」

や「周辺環境」などにも活用の道は広い。＝＞ 専用の通信周波数の

確保 等の問題も今後クリアにしていく必要性がある。

■　プローブはユーザは許容的
　個人情報の保護 などの所定の手続きを明確にすれば、普及の可

能性高い。

まとめ
ユビキタスＩＴＳ情報サービスの幅広い活用のために　（２）



■　ITSは災害時にも有効
　地震や災害などは、生活者に大きな不安や心配。ＩＴＳは、自己電

源を保有する車がベースであり、災害時の 屋外における緊急情報な

どの供給場所 として活用可。通信機能（車車間／路車間）により 臨

時の通信インフラ を構成可能。

まとめ
ユビキタスＩＴＳ情報サービスの幅広い活用のために　（３）

１８年度活動予定
　ユーザニーズの高い機能・サービスの実現に必要な新しい技術や

プラットフォームについての具体的な検討を進める。



ご静聴ありがとうございました。


